
 

1 

 

 

  

令
和
３
年
９
月
15
日
発
行 

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山 

〒
-

和
歌
山
市
八
番
丁
４ 

八
番
丁
館
３
階 

発行責任者： 
和歌山保護司会会長  

編集：企画調整保護司 

 

T E L：073-460-9298 

F A X：073-425-1301 

Email： 

saposen_w@ares. 
eonet.ne.jp 
H.P： 

http://wahokai.sakura.

ne.jp/saposen/ 

 

 

 

６
月
29
日
奥
田
所
長
、
小
西
会
長
と

犯
罪
予
防
活
動
部
海
野
部
会
長
等
５
名

で
テ
レ
ビ
和
歌
山
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
強
調

月
間
〔
７
月
〕
中
、
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ

ー
に
黄
色
い
羽
根
を
付
け
て
の
出
演
を

お
願
い
し
快
諾
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た

７
月
１
日
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
観
察

所
で
行
わ
れ
た
「
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ

ー
ジ
伝
達
式
」
の
様
子
を
「
６
w
ａ
ｋ
ａ

イ
ブ
ニ
ン
グ
」
で
放
映
さ
れ
、
そ
の
後
ス

タ
ジ
オ
か
ら
、
奥
田
所
長
が
生
出
演
さ
れ

て
、
社
明
の
シ
ン
ボ
ル
「
ひ
ま
わ
り
」
と

共
に
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
趣

旨
や
「
黄
色
い
羽
根
」
の
由
来
な
ど
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 
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横
断
幕
掲
示 

社
明
強
調
月
間
初
日
、
７
月
１
日
横

断
幕
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

は
和
歌
山
市
人
権
同
和
施
策
課
の
方

が
前
も
っ
て
設
置
場
所
を
検
討
し
て

く
だ
さ
り
、
汀
公
園
の
フ
ェ
ン
ス
へ

の
掲
示
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た

が
、
あ
い
間
を
縫
っ
て
、
結
束
バ
ン
ド

の
切
り
口
で
通
行
人
が
怪
我
を
し
た

り
す
る
事
が
無
い
よ
う
注
意
を
払
い

な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。
異
常
気
象

の
昨
今
で
す
が
、
竜
巻
や
突
風
に
遭

う
こ
と
も
な
く
８
月
２
日
ま
で
掲
示

で
き
ま
し
た
。 

人
権
同
和
施
策
課
の
方
に
は
設
置

準
備
か
ら
撤
去
作
業
迄
お
手
伝
い
頂

き
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 第７１回メッセージ伝達式 

テ
レ
ビ
和
歌
山
訪
問 
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事
務
担
当
者
会
議 

 

本
年
度
も
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
状
況
下
に
配
慮
し 

東
西
・
南
北
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
散
し
て
密

を
避
け
７
月
12
日
、
13
日
の
両
日
で
開
催
し
た
。

観
察
所
か
ら
は
、
昨
年
同
様
、
飯
田
会
計
係
長
の

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
支
部
長
な
ら
び
に

正
副
事
務
長
が
パ
ソ
コ
ン
持
参
で
出
席
し
熱
心

な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。 

一
、「
会
計
ソ
フ
ト
の
使
い
方
」 

＊
保
護
司
会
収
支
計
算
書
使
用
説
明
書
を
参
照 

二
、「
会
計
ソ
フ
ト
の
演
習
」 

＊
現
金
出
納
帳
の
ひ
な
型
を
使
用
し
た
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
な
お
解
説
・
説
明
役
は
会
長
が
指

さ
し
棒
を
用
い
て
丁
寧
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

（
質
疑
応
答
） 

 

次
に
「
活
動
結
果
報
告
書
」（
一
般
組
織
活
動
） 

の
例
題
お
よ
び
請
求
回
数
等
に
つ
い
て
飯
田
会

計
係
長
よ
り
詳
細
に
わ
た
り
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
様
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

雑賀崎支所 雑賀支所 

啓発グッズ準備中 

宮前駅前 

東山東小学校 

エバグリーン宮前店 

パームシティ 

松江小学校 

啓発グッズ仕分中 

四箇郷北小学校 

中之島小学校 PTA役員会にて 

婦人会にてグッズ配布 

例年行っていた JR 和歌山駅頭啓発が中止になり、

各支部ごとに小規模で啓発活動を実施しました。 
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第１期地域別定例研修 

 

新任保護司 森
も り

 敏三
と し み

 

 

 

 

 

 

初田
は つ だ

 隆生
た か お

 

令和３年６月１３日付

けで２人の保護司が委

嘱されました。これに

より和歌山保護司会の

定数２１１人に対し、

保護司数は２００名、

充足率は９５.２％と

なりました。 

 

南支部 吹上地区 

協力組織部 

 今までのボランティア活動の経験を

活かしつつ、新しいことを勉強させて

頂き、地域社会のお役に立てるよう努

力する所存ですので、よろしくお願い

致します。 

小生なりの経験を最大限活用し、出

来ることを見極めて、精一杯の努力を

して参ります。宜しくお願いします。 

 

令和３年６月２８日河北コミュニティセンターに

於いて、コロナの感染状況がとても気になっていまし

たが、４０名（８割）の出席のもと伊田観察官による

研修が開催できてホッとしました。 

机の間隔をとり、３人掛けを１人で座り、受付では

検温、手指消毒、マスクの確認などを実施して、室内

は換気の為に開放し、時間を短くしての研修でした。  

冊子が事前に配布されていましたので、予習をして理

解を深めることができました。早くコロナが収束し通

常の研修ができる様になることを願っています。 

        北支部研修部長 佐谷 美津子 

 ピッ、シュッ検査と消毒から始まる研修会。主任官

の講義が始まると、その声はとても穏やかで耳に優し

い。でも時折ボケ？突っ込み？と思うこともあり笑い

をこらえていた（笑）そして精神障害の類型と処遇で

は、自身の仕事にも関わる内容でとても興味深く、こ

れから関わるかも知れない対象者にも保護司として

役立つようもっと勉強しなければと思った。 

         西支部研修部長 島 由佳子 

もし私が罪を犯し、先の見えない道で迷っていた

ら、誰かが寄り添ってくれて導いてほしい。その時私

を深く知ってもらい適切なアドバイスを受けたら、ま

た人生をやり直せる。それが今回学んだ類型別処遇な

のかと思う。まだまだ経験浅い私ですが、相手に寄り

添い、心ある対応ができる保護司をめざして、これか

らも日々精進してまいります。 

       南支部研修副部長 中 智子 

テーマ 「類型別処遇について」 

東支部 直川地区 

犯罪予防活動部 

 

第１期定例研修「類型別処遇について」を７月１９
日に河南コミュニティセンターにて開催の予定でし
た。しかし、残念ながらコロナ禍における和歌山県下
での感染者が、７月１６日夜のニュース番組で 10人
以上と発表され、和歌山保護司会の研修会等集会開
催の中止・延期・自粛の判断基準数である２桁を超え
たため、東支部では急遽、三役会を開催し延期と判断
し、支部連絡網、及び「ライン」（一部登録の方）等
で延期連絡をしました。 
延期した「代替日」は主任官とも協議し、９月２２

日、和歌山保護観察所のある合同庁舎五階の共用会
議室で開催を予定しています。第一期定例研修を都
合で受講できなかった他の支部の方は、従来通り支
部間を超えての出席は可能ですので、支部長を通じ
て東支部までお申し込みください。 
また、昨今の状況からはコロナ禍も予断すること

ができません。再び延期となる可能性もあります。 
 東支部長 小西 健之 

追伸：９月６日現在、第１期地域別定例研修、 

９月２２日は再々度延期となりました。 

 



 

4 

ドキッと 
 

俳 句 教 室 作 品 

参加者募集中！ 

 新任・OB・OGの皆さん 

日時：毎月第３水曜日 １０時～ 

対象：更生保護関係者 

 

第
２
期
地
域
別
定
例
研
修 

三
者
合
同
研
修 

 

北
支
部 

南
支
部 

西
支
部 

東
支
部 

 

令
和
３
年
11
月
10
日
（
水
） 

令
和
３
年
11
月
5
日
（
金
） 

令
和
３
年
11
月
8
日
（
月
） 

令
和
３
年
12
月
10
日
（
金
） 

＊
第
１
期
地
域
別
定
例
研
修
併
設 

開  

催  

日 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

和
歌
山
県
更
生
保
護
功
労
者
顕
彰
式 

令
和
３
年
10
月
27
日
（
水
） 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山 

「
新
任
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
～
い
」
日
程 

   

毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
俳
句
教
室
は

水
曜
日
が
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
当
番
の
た
め
、
い
つ

も
背
中
越
し
に
聞
こ
え
て
く
る
。 

受
講
さ
れ
て
い
る
方
々
は
先
生
の
句
評
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
、
部
屋
の
中
が
凛
と
し
た
空
気
に
包
ま
れ
て
い

る
。
時
に
は
TV
プ
レ
バ
ト
の
夏
井
い
つ
き
先
生
さ
な
が

ら
の
、
い
や
そ
れ
以
上
の
毒
舌
ぶ
り
の
評
価
で
ド
キ
ッ

と
さ
せ
ら
れ
る
時
も
あ
る
。
し
か
し
先
生
の
豊
富
な
知

識
と
豊
か
な
表
現
力
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ

る
。
充
実
感
が
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
そ
う
な

２
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
。 

興
味
の
あ
る
方
！
一
度
参
加
し
て
み 

ま
せ
ん
か
？
参
加
・
見
学
ご
希
望
の
方 

は
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

編 

集 

後 

記 

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中

止
と
な
り
ま
し
た
。 

来
年
度
「
新
任
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
～
い
」

の
該
当
の
方
々
と
合
同
で
実
施
予
定
し
て

い
ま
す
。 

《保護観察経過報告書について》 

「保護観察経過報告書」の書式が１月提出分より変更され

ています（短期保護観察は従来通り）。作成用エクセル・ワ

ード・一太郎の CD をサポートセンターで用意しています。

必要な方はお問い合わせ下さい。 

サポートセンター ☎０７３（４６０）９２９８                                                                                                  

 

《ホームページ開設》 

和歌山保護司会のホームページを開設しました。 

https://wahokai.sakura.ne.jｐ/saposen/ 

同ホームページにはインスタグラム（写真投稿サイト）へ

のリンクもしています。 

ホームよりのリンク先として法務省・全保連・端正会・和歌山市・

その他更生保護関係先にもリンクしています。 

 
 

 

詳
細
は
各
支
部
の
案
内
等
で
ご
出
席
く
だ

さ
い
。
な
お
、
所
属
支
部
の
研
修
日
に
都
合
が

つ
か
な
い
方
は
、
事
前
に
支
部
長
に
申
し
出

て
、
他
支
部
の
地
域
別
定
例
研
修
に
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

甘
酢
漬
恥
ぢ
ら
ふ
が
ご
と
茗
荷
の
子 

 

森
幸
子 

朝
戸
繰
る
蛇
が
長
々
く
ね
り
ゐ
し 

 
 
 

乾
美
千
代 

汗
疹
の
子
裸
大
好
き
逃
げ
回
る 

 
 
 
 

大
竹
有
美 

向
日
葵
が
唄
ふ
が
如
く
笑
む
ご
と
く 

 
 

乙
井
八
重
子 

荒
梅
雨
や
あ
お
ら
れ
て
お
り
逆
さ
傘 

 
 

小
西
健
之 

夏
雲
が
大
河
を
な
し
て
す
ぐ
に
消
ゆ 

 
 

杉
谷
睦
夫 

滝
し
ぶ
き
浴
び
て
枝
先
揺
れ
通
す 

 
 
 

得
津
壽
美
代 

帰
路
を
急
く
夏
至
の
山
並
暮
れ
か
ぬ
る 

 

中
村
咲
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

選
者
「
森 

幸
子
」 

 

お 知 ら せ 


